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宮城県南部沿岸部、福島県北部沿岸部
　震災発生から4カ月が経ちました。5月から順次仮設住宅への入居がはじまり、閉鎖される避難所も増えてき
ました。物資は充分とは言えませんが、行き渡るようになりました。季節は梅雨、そして暑い夏へと移り変わりは
じめたこの時期、福島県ではいまだ原発という深刻な問題を抱えています。放射能レベルの高い地域では、子
供達は天気が良くても外で遊ぶこともできず、教室が暑くても窓を開けることもできず、外に出るときはマスク着
用で毎日を過ごしています。現在私達は、現地の情報をくださる方 と々ともに県市町村とも連絡を取り合いなが
らニーズを調査し、学校給食センターに食糧支援を行ったり、学校の各教室へ空気清浄機を企業から寄贈して
いただいたり、放射能測定器を購入して自治体で貸出しができるようにしたりといった活動を行っています。ま
た、相馬双葉漁協からの依頼により、津波ですべて流されてしまった漁港の事務所の建設費用を、アメリカの
“The Japanese Disaster Relief Fund-Boston”よりいただいた寄付金により提供させていただき、先日                                                                                              
無事に事務所が完成致しました。漁の再開は8月頃になるようですが、漁港の市場もきれいになり、着 と々漁の
再開に向けての準備が進んでいます。　
　時を経て、支援の形も変わりつつあります。お金を配るだけ、物を配るだけの支援では、すべてを
失った方々が本当の意味で前を向いて一歩を踏み出すことはできません。私達はその先のビジョン
を描きながら、未曾有の震災を経てなお生かされた命を守り抜く為の支援を続けて参ります。 　
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石巻市における物資配布を実施

岩手県宮古の被害

岩福島県相馬双葉漁協の漁業再開支援。
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〜福島の子供たち〜

給食のおかずが増えたよ！

支援活動にご協力いただきましたたくさんの企業のみなさま、
本当にありがとうございました。

教室に空気清浄機が入りました！

ジュースをたくさんもらいました！


